
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  － 実証試験現場の募集を開始 － 

 



【ポイント】 

・驚異的な油分解能力を有する新規微生物製剤の効果を実証できる試験用デモ機を製作。 

・実際の排水処理現場において、視覚的に確認できるデモ機を使用した実証試験へご協力いただけ

る企業の募集を開始。 

・技術の詳細および実証試験について、9 月 4 日（金）に名古屋大学豊田講堂及びシンポジオンホー

ルで開催される「テクノ・フェア名大２０１５」で紹介。 

豊田講堂 3 階において 堀 克敏教授が、14：20-14：40 に「微生物を使った油分解技術」と題して、

講演します。また、「研究シーズ・研究成果展示」では、「油分解微生物を使った革新的排水処理技術」

として、パネルや動画で、本技術とデモ機の紹介を行います。 

 

【背景】 

食品工場、油脂工場からの排水には多量の油分が含まれ、標準活性汚泥法、活性汚泥膜分離法

（MBR）、嫌気消化などの主要な処理施設の機能不全を引き起こすため、油分を除去する前処理が必

須です。従来、この前処理設備として、加圧浮上分離装置という油を物理的に分離する装置が使われ

てきました。しかし、分離された油分汚泥は産業廃棄物として処理しなくてはならず、またこの汚泥から

の悪臭発生なども問題になっています。さらに、繁盛期では、従来の方法では処理しきれないほどの

油が発生するため、排水処理施設の性能を低下し、行政指導を受けるなどのトラブルが発生すること

もありました。このような状況下、現場にて油分を効果的に削減・消滅させる技術が望まれていました。 

 

【研究の内容】 

油分を分解・消滅する微生物製剤は開発されていますが、油性汚泥の分解速度が遅い、高濃度の

油性汚泥には対応できない、ｐH・温度の適用範囲が狭いなど、排水処理に要求される条件には到達

されず、実用化が困難でした。 

 堀克敏教授らが開発した微生物製剤は、油脂の分解機構に基づき、複数の微生物を共生させて、

含まれる各種微生物に、油脂の加水分解、加水分解産物の除去などの役割分担させる理論に基づ

いたものであり、その結果、上記の微生物製剤の欠点を克服し、実用化に成功しました。 

 

【成果の意義】 

この度開発された微生物製剤を使うことで、処理施設にて油を分解消滅させることができるため、汚

泥廃棄物の削減や悪臭の低減が可能になります。微生物製剤は定期的に投与する必要がありますが、

自動化も可能であり、排水処理工程の簡略化・省力化が可能です。さらに油分が除去されるため汚泥

の沈降性もよくなり、活性汚泥処理槽や沈殿槽との相性もよく、安定な排水処理設備の運転が見込ま

れます。その結果、加圧浮上分離装置の稼働率を低下、さらには完全停止できれば、排水処理施設

のランニングコストの段階的または大幅削減も可能です。また、微生物分解処理設備そのものの導入

コストも、加圧浮上分離装置の半分ほどです。このように本技術は、より進んだ環境技術の導入とコスト

削減の両立を可能とします。 
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